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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成26年12月18日(2014.12.18)

【公表番号】特表2014-506362(P2014-506362A)
【公表日】平成26年3月13日(2014.3.13)
【年通号数】公開・登録公報2014-013
【出願番号】特願2013-547490(P2013-547490)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  13/36     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  13/36    ３２０Ａ
   Ｇ０６Ｆ   3/00    　　　Ａ
   Ｇ０６Ｆ  13/36    ５２０Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月29日(2014.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　ペリフェラル・インターコネクト・エクスプレス（ＰＣＩｅ）ポート及びシリアル・ア
ドバンスト・テクノロジー・アタッチメント（ＳＡＴＡ）ポートとして用いられる複数の
ＰＨＹと、
　当該装置に電力が供給される前に固定される少なくとも一つのピンと、
　前記ピンの固定に基づいて、前記複数のＰＨＹの１つ又はそれ以上を前記ＰＣＩｅポー
トと前記ＳＡＴＡポートとの間でスワップさせることを可能にする論理と、
を含むことを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記ＰＣＩｅポートと前記ＳＡＴＡポートとの間でスワップさせることを可能にするよ
う前記論理をトリガする単一のスイッチをさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載
の装置。
【請求項３】
　前記ＰＣＩｅポートと前記ＳＡＴＡポートとの間でスワップさせることを可能にするよ
う前記論理をトリガする複数のスイッチをさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載
の装置。
【請求項４】
　前記複数のＰＨＹは、１つのＰＣＩｅポートと１５個のＳＡＴＡポートとの組み合わせ
を有する１６個のＰＨＹを含むことを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記複数のＰＨＹは、２つのＰＣＩｅポートと１４個のＳＡＴＡポートとの組み合わせ
を有する１６個のＰＨＹを含むことを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記複数のＰＨＹは、４つのＰＣＩｅポートと１２個のＳＡＴＡポートとの組み合わせ
を有する１６個のＰＨＹを含むことを特徴とする、請求項１に記載の装置。
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【請求項７】
　前記複数のＰＨＹは、８つのＰＣＩｅポートと８つのＳＡＴＡポートとの組み合わせを
有する１６個のＰＨＹを含むことを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　集積回路を含み、
　前記集積回路は、
　　ペリフェラル・インターコネクト・エクスプレス（ＰＣＩｅ）ポート及びシリアル・
アドバンスト・テクノロジー・アタッチメント（ＳＡＴＡ）ポートとして用いられる複数
のＰＨＹと、
　　前記集積回路に電力が供給される前に固定される少なくとも一つのピンと、
　　前記ピンの固定に基づいて、前記複数のＰＨＹの１つ又はそれ以上を前記ＰＣＩｅポ
ートと前記ＳＡＴＡポートとの間でスワップさせることを可能にする論理と、
を有することを特徴とするシステム。
【請求項９】
　前記ＰＣＩｅポートと前記ＳＡＴＡポートとの間でスワップさせることを可能にするよ
う前記論理をトリガする単一のスイッチをさらに含むことを特徴とする、請求項８に記載
のシステム。
【請求項１０】
　前記ＰＣＩｅポートと前記ＳＡＴＡポートとの間でスワップさせることを可能にする前
記論理をトリガする複数のスイッチをさらに含むことを特徴とする、請求項８に記載のシ
ステム。
【請求項１１】
　前記複数のＰＨＹは、１つのＰＣＩｅポートと１５個のＳＡＴＡポートとの組み合わせ
を有する１６個のＰＨＹを含むことを特徴とする、請求項８に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記複数のＰＨＹは、２つのＰＣＩｅポートと１４個のＳＡＴＡポートの組み合わせを
有する１６個のＰＨＹを含むことを特徴とする、請求項８に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記複数のＰＨＹは、４つのＰＣＩｅポートと１２個のＳＡＴＡポートとの組み合わせ
を有する１６個のＰＨＹを含むことを特徴とする、請求項８に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記複数のＰＨＹは、８つのＰＣＩｅポートと８つのＳＡＴＡポートとの組み合わせを
有する１６個のＰＨＹを含むことを特徴とする、請求項８に記載のシステム。
【請求項１５】
　ペリフェラル・インターコネクト・エクスプレス（ＰＣＩｅ）ポート及びシリアル・ア
ドバンスト・テクノロジー・アタッチメント（ＳＡＴＡ）ポートとして用いられる複数の
ＰＨＹを識別するステップと、
　電力が供給される前に少なくとも１つのピンを固定するステップと、
　前記ピンの固定に基づいて、前記ＰＣＩｅポートと前記ＳＡＴＡポートとの間で前記複
数のＰＨＹの１つ又はそれ以上をスワップさせるステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１６】
　単一のスイッチを用いて、前記ＰＣＩｅポートと前記ＳＡＴＡポートとの間でスワップ
させるステップをさらに含むことを特徴とする、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　複数のスイッチを用いて、前記ＰＣＩｅポートと前記ＳＡＴＡポートとの間でスワップ
させるステップをさらに含むことを特徴とする、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記複数のＰＨＹは、１つのＰＣＩｅポートと１５個のＳＡＴＡポートとの組み合わせ
を有する１６個のＰＨＹを含むことを特徴とする、請求項１５に記載の方法。
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【請求項１９】
　前記複数のＰＨＹは、２つのＰＣＩｅポートと１４個のＳＡＴＡポートとの組み合わせ
を有する１６個のＰＨＹを含むことを特徴とする、請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　前記複数のＰＨＹは、４つのＰＣＩｅポートと１２個のＳＡＴＡポートとの組み合わせ
を有する１６個のＰＨＹを含み、かつ、８つのＰＣＩｅポートと８つのＳＡＴＡポートと
の組み合わせを有する１６個のＰＨＹを含むことを特徴とする、請求項１５に記載の方法
。
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